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宇治市観光センターが完成

14日からオープン●

名
産
展
示
な
ど
観
光
情
報
を
提
供

市では、昨年11月から宇治 ＜

●・市観光センターの建設をすす・・・

・・めてきましたが、このほど完可

●・成。5月14日にオープンしま4・

・・す。観光宇治の拠点としての・・轜

ト活躍が期待されています。・・

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
宇
治
市
は

伝
統
的
な
茶
の
産
地
と
し
て
、
ま

た
、
宇
治
川
や
平
等
院
夕
ほ
じ
め

と
し
た
観
光
都
市
と
し
て
ｚ
‥
を
知

、
ら
れ
て
い
未
了
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
他
に
古
い
歴
史
を
誇
る
文
化
遺

産
や
、
・
伝
統
工
芸
品
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
の
総

合
的
な
ガ
イ
ド
施
設
夕
設
≪
し
、

宇
治
の
名
所
・
名
品
を
広
く
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
憩
い
の

場
奮
脛
￥
る
観
光
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
づ
く
ぴ
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
温
九
成
し
た
宇
治
市
観

光
セ
ン
タ
ー
は
、
宇
治
塔
川
の
市

営
無
料
休
憩
所
跡
に
建
設
さ
れ
、

総
事
業
ｎ
は
約
一
位
三
千
万
円
で

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

観光・レクリエーションの拠点に（完成した宇治市観光センター）

大久保校百周年記念事業

「子ども風土記」が完成

児童が取材した労作

昨
年
四
月
に
創
立
百
周
年
タ
迎
え
た
市
立

大
久
保
小
学
校
（
児
童
数
八
百
三
十
七
人
）

が
、
記
念
事
業
と
し
て
取
ぴ
組
ん
で
き
た
「
子

ａ
ｊ
」
5
5
風
土
記
（
ふ
ど
き
）
」
が
こ
の
ほ
温
九
成

し
ま
し
た
。

こ
の
風
土
記
は
、
四
年
生
以
上
の
児
童
八

十
六
が
十
二
班
に
分
か
れ
て
、
夏
休
み
に
校

区
の
お
年
寄
り
か
訪
ね
て
取
材
し
た
労
作
。

原
始
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
各
時
代
ご
と
に

地
名
の
由
来
や
町
の
移
り
奪
幻
り
な
と
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
禾
来
の
大
久
保
」

と
題
し
て
児
童
の
作
文
を
紹
介
し
て
い
る
ほ

か
、
児
童
の
手
づ
く
り
の
版
画
や
力
″
ト
が

ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
こ
次
れ
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
保
護
者
の
手
に
よ
る
「
百
年
呂

も
同
時
に
完
成
し
ま
し
た
。
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宇治市観光センターと

対鳳庵の略図

二
階
建
で
す
。

市
で
は
観
光
セ
ン
タ
ー
の
完
成

か
機
に
、
郷
土
産
品
の
展
示
や
製

作
実
演
、
茶
に
関
す
る
資
料
展
な

ど
の
企
画
展
濫
崩
的
に
開
催
し
、

宇
治
の
歴
史
や
産
業
に
根
ざ
し
た

観
光
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ご
設
の
あ
ら
ま
し

」

一
階
に
は
、
観
光
パ
ノ
ラ
マ
、

宇治市観光センター（電話233334）

ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
舎
設
け
て

観
光
情
報
名
混
一
。
ま
た
、
ホ
ー

ル
は
休
憩
所
と
し
て
も
利
用
で
き

る
ぶ
っ
に
な
っ
て
い
未
了
。
二
階

に
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の

展
示
会
場
と
茶
室
兼
用
の
和
室
。

そ
し
て
。
身
体
の
不
自
由
な
人

や
お
年
寄
り
の
人
に
も
便
利
な
よ

う
に
玄
関
に
自
動
ド
ア
、
身
体
障

害
者
用
ト
イ
レ
ー
ス
ロ
ー
プ
な
ど

を
備
え
て
い
ま
す
。

一
日
茶
道
教
室
な
ど

多
彩
な
催
し

記
念行
事

観
光
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
記
念

し
て
、
市
と
宇
治
観
光
協
会
や

関
係
団
体
に
よ
る
記
念
行
事
が
聞

か
れ
未
了
。

ご
家
族
お
ｔ
Ｖ
ろ
い
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

ｙ
開
所
式
・
・
・
1
4
日
出
午
前
1
0
時
か

ら
。

ｖ
抹
茶
無
料
接
待
・
・
・
1
4
日
出
午
後

1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
。

ｙ
新
茶
無
料
接
待
・
＝
1
7
日
㈲
か
ら

2
1
日
出
ま
で
。

ｙ
宇
治
川
写
生
大
公
人
賞
作
品
展
、

訊
‥
木
自
選
写
真
展
一
斤
日
剛
、

1
8
日
固
。

ｙ
宇
治
1
帖
展
、
水
墨
画
城
版

1
9
日
印
か
ら
2
3
日
間
ま
で
。

ｙ
さ
つ
き
展
、
水
石
展
・
・
・
1
9
日
印

か
ら
2
1
日
廓
ま
で
。

ｙ
一
日
茶
道
教
室
・
・
・
2
2
日
山
と
2
3

日
間
。

▼
魚
つ
り
大
会
：
力
日
面
申
込
み

宇治市観光ゼン夕ー

●・休館日…年末年始（12月28日

～1月3日まで）ただし、企画

展の準備などのため、臨時に休

館することがあります。

受
け
付
け
は
観
光
セ
ン
タ
ー
で

午
前
9
時
か
ら
1
0
時
ま
で
。

な
お
、
特
に
衣
示
の
な
い
行
事

の
開
催
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
ま
で
で
す
。

新
茶
ま
つ
り

新
茶
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
今

年
も
茶
ど
こ
ろ
宇
治
に
ふ
さ
わ
し

本場の宇治茶が味わえる市営ｉ
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これまで、観光センター建設の

ため休席していましたが、5月14

日から開席します。

・・開席時間…午前10時～午後4時

・・料金…350円（抹茶または

煎茶とも菓子つきです）

い
糾
茶
ま
つ
り
‰

す
。

ｙ
と
き
・
・
・
5
月
1
5
日
出
、
1
6
日
間
、

（
雨
天
決
行
）
、
京
阪
宇
治
駅
前

か
ら
午
前
1
0
時
半
1
午
後
2
時

の
問
に
送
迎
バ
ス
が
随
時
発
車

し
ま
す
。

ｙ
参
加
費
上
人
八
白
円
（
小
人

六
百
円
）
、
新
茶
の
お
土
産
付
。

ｙ
行
程
・
・
・
京
阪
宇
治
駅
前
争
日
川

茶
園
（
茶
摘
み
と
撮
影
会
）
Ｉ

製
茶
工
場
（
製
造
工
程
見
学
）

Ｉ
白
山
神
社
Ｉ
地
蔵
院
争
日
川

口
Ｉ
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
（

抹
茶
の
接
待
と
お
土
産
渡
し
）

ｙ
応
募
方
孕
・
・
前
売
券
を
7
治
観

光
努
コ
宇
治
橋
西
詰
）
と
京

阪
交
通
社
各
営
業
所
で
発
売
中
。

当
日
券
は
、
京
阪
宇
治
駅
前
で

発
売
し
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
者

体
育
指
導
委
員
決
ま
る

こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
七
年
度
・

五
ト
八
年
度
の
宇
治
市
体
位
海

市民の健康づくりを手助け

魯
目
四
十
五
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
体
育
指
導
委
員
は
、
市
が

お年寄りにゲートボールを

指導する体育指導員

各
地
域
で
開
催
す
る
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぼ
で
指

導
や
援
助
客
恚
こ
と
夕
ほ
じ
め

体
育
振
興
会
の
組
織
化
な
ど
、
市

民
が
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親

し
み
、
健
康
を
増
進
で
き
る
ぷ
コ

に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
な
ら

何
で
も
お
気
軽
に
最
寄
り
の
指
導

委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

〈
六
地
蔵
〉
永
谷
三
之
丞
、
西
村

三
七
砥
、
〈
木
幡
〉
細
江
久
典
、

山
蚕
孚
。
西
山
正
、
西
村
昭
彦

〈
西
笠
取
〉
岸
本
久
夫
、
〈
五
ヶ

庄
〉
藤
沢
寛
治
、
宮
本
利
秋
、
井

本
茂
美
、
西
村
綾
子
、
〈
荊
道
〉

福
山
秋
文
、
松
本
智
大
内
川
中

彦
、
〈
志
津
川
〉
中
谷
純
恵
、
〈
宇

治
〉
坂
田
耕
作
、
脇
本
泰
男
、
市

川
紀
和
、
伊
藤
玲
子
、
〈
神
明
〉

中
島
一
夫
、
辻
川
似
付
、
岩
口
求
、

中
村
嘉
明
、
〈
伊
勢
田
〉
仲
田
康

英
、
坂
服
由
洋
、
吉
田
至
、
村
上

多
加
子
、
中
村
誓
子
、
〈
南
陵
町
〉

収
内
治
、
〈
広
野
町
〉
井
ト
陽
男
、

西
村
宏
、
山
本
俊
一
、
〈
大
久
保

町
〉
中
Ｕ
こ
、
廣
庭
尚
平
、
中

村
武
師
、
石
神
好
一
、
〈
小
介
町
〉

田
中
収
、
横
川
正
隆
、
小
田
根
武
、

吉
田
新
治
、
水
野
信
孝
、
佐
々
木

嘉
和
、
角
進
一
、
〈
伊
鵬
町
〉
辻

繁
喜
、
山
本
一
男
。
（
敬
称
略
）

（
社
会
教
育
課
）

対鳳庵
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー
⑩

自
動
販
売
機
の

訪
問
販
売

〈
相
談
〉
昨
年
五
月
に
、
訪

問
販
売
で
自
動
販
売
機
（
五
十

六
万
八
千
円
、
金
利
か
西
め
て

七
十
一
万
三
千
九
亘
二
十
円
）

の
割
賦
購
入
契
約
か
結
ん
だ
。

八
ヵ
月
間
状
態
を
み
た
が
、
電

気
代
が
か
さ
ん
で
売
上
げ
が
伸

び
な
か
っ
た
の
で
解
約
し
た
い
。

契
約
時
に
念
書
が
つ
け
ら
れ
て

い
た
の
で
、
そ
の
履
行
盈
覆

に
求
め
た
が
一
向
に
返
事
が
な

市役所機構を一部改革

い
。
念
書
は
、
社
印
を
押
し
た

便
せ
ん
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
そ

の
場
で
書
い
た
も
の
で
、
二
ヵ

月
の
サ
ー
・
ビ
ス
期
間
が
過
ぎ
て
、

契
約
は
正
当
な
手
続
き
内
容

で
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
規
定
も

明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者

は
念
吏
兪
じ
て
購
入
し
た
わ

け
で
1
か
、
書
い
た
担
当
セ
ー

ル
ス
マ
ン
は
会
訪
兪
め
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
内
容
証
明
郵
便
で
念

書
に
驀
つ
い
た
契
約
解
除
通
知

答
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
い
ご
に
こ
の
問
題
は
ま
だ

解
決
し
て
お
ら
す
、
念
書
の
有

効
性
も
は
っ
き
ひ
し
て
い
ま
せ

ん
。
本
来
契
約
に
念
書
は
つ
け

る
必
要
の
な
い
も
の
で
、
売
ら

ん
が
た
め
の
も
の
と
言
え
毒
了
。

契
約
す
る
時
は
よ
く
確
か
め
て

慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

契
約
は
慎
重
に

そ
の
後
六
ヵ
月
間
利
益
が
上
ら

な
い
握
陛
引
取
り
、
支
払
い

済
み
の
代
金
は
全
額
卒
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉
・
こ
の
自
動

販
売
機
に
つ
い
て
の
相
談
は
二

件
続
け
て
寄
せ
ら
れ
、
京
都
府

の
消
費
牛
活
セ
ン
タ
ー
に
も
寄

せ
ら
れ
て
い
未
了
。

消賢生活相談

事例紹介

力
月
読
ん
で
続
け
る
か
考
凡
て

欲
し
い
」
と
強
引
に
励
冒
れ

契
約
し
た
。

こ
の
四
月
か
ら
薪
聞
か
入
り

始
め
た
が
、
他
紙
舎
四
ん
で
い

る
の
で
断
っ
た
と
こ
ろ
、
一
ヵ

月
間
有
料
で
購
読
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
中
止
で
き
な

い
と
言
わ
れ
た
。
解
約
し
た
い
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉
新
聞
の
拡

張
は
、
専
門
の
拡
張
員
が
訪
問

し
、
販
売
店
と
の
間
至
部
増

や
せ
ば
い
く
ら
支
払
う
と
い
う

形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合

こ
れ
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
消

費
者
側
の
粘
り
強
い
交
渉
に
よ

っ
て
、
や
っ
と
設
置
料
と
撤
去

料
、
商
品
の
仕
入
れ
代
と
い
う

名
目
で
合
わ
せ
て
七
万
円
か
ら

十
万
円
ほ
ど
で
引
き
取
る
と
回

五
月
七
日
か
ら
市
役
所
の
機
構
が
一
部
変
わ
り

ま
し
た
。
今
回
の
機
構
改
革
で
数
多
く
計
画
さ
れ

て
い
る
都
市
整
備
事
業
を
す
す
め
る
た
め
建
設

部
の
充
実
や
、
国
体
に
む
け
て
市
民
体
育
課
を

新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
改
革
に
合
わ
せ
て
、

事
務
室
の
配
置
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
玄
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

い
ま
宇
治
市
は
、
財
政
再
建
期

間
中
に
抑
制
し
て
き
た
市
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
や
、
人
口
増
加
な
ど
に

よ
っ
て
山
積
す
る
行
政
課
題
に
応

え
る
と
と
も
に
、
よ
黒
催
的
に

事
務
か
進
め
て
い
く
た
め
に
は
大

幅
な
改
革
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
ぶ
し
、
庁
舎
の
限
β
れ
た

ス
ペ
ー
ス
内
で
の
困
難
さ
と
、
組

織
の
肥
大
化
が
か
え
っ
て
効
率
低

下
を
招
く
こ
と
も
考
気
Ｂ
せ
、

段
階
的
に
組
誓
政
え
て
い
く
こ

と
に
し
、
今
回
は
最
小
限
の
改
革

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
機
構
改
革
に
と
も
な
っ

て
、
職
員
定
数
の
増
員
牽
含
め
た

人
事
異
動
も
行
い
ま
し
た
。

な
お
人
員
の
増
員
は
、
今
回
も

施
設
や
事
業
の
拡
大
に
と
も
な
っ

た
最
小
限
度
の
も
の
に
と
ど
め
て

い
未
了
。

強
引
な
新
聞
拡
張
員
に
負
け

て
安
易
に
契
約
し
た
た
め
起
き

た
問
題
で
す
。

〈
相
談
〉
昨
年
十
一
月
に
、

粗
品
夕
添
え
て
「
一
ヵ
月
無
料

に
す
る
か
息
Ｅ
ん
ｌ
ｙ
れ
。
一

市長部局の改革

居
μ
こ
ろ
石
つ
か
め
ず
販
売
店

も
中
止
に
す
る
と
実
損
が
あ
る

の
で
断
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

消
費
者
竺
カ
月
間
無
料
で

新
聞
が
入
る
と
思
い
込
ん
で
い

ま
し
た
が
。
販
売
店
に
事
情
を

建
設
部
の
充
実
と

市
民
体
育
課
の
新
設

大
型
事
業
や
山
積
し
た
都
市
基

整
備
事
業
に
対
応
す
る
た
め
、

設
部
の
体
制
を
重
点
的
に
強
化

充
実
し
て
い
ま
す
。
毒
ｙ
、
次

を
三
人
制
に
し
、
従
来
教
育
委

係
係
係
係
係
係

務
画
業
園
務
道
水

庶
計
事
公
庶
下

Ｔ
ト
Ｌ

課画計

部
市
設
都

て
水道課

課建築第一係て

建築第二係

課住宅係て

営繕係

確
か
め
る
と
有
料
で
購
読
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
事
例
で
は
理
由
を

考
慮
し
解
約
し
て
ぐ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

販
売
店
側
は
、
拡
張
員
が
訪

問
す
る
握
Ｒ
一
人
付
添
い
強

引
な
勧
誘
を
し
な
い
ぶ
フ
に
チ

エ
″
ク
し
、
ま
た
粗
品
つ
き
の

販
売
も
自
粛
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
消
費
者
も
安
易
な
購
買
契

約
は
や
め
た
い
も
の
で
す
。
新

聞
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
7
制

度
も
適
用
さ
れ
ず
、
解
約
の
む

ず
か
し
い
商
品
の
一
つ
で
す
。

〈
5
月
の
消
費
牛
活
相
談
〉

・
5
月
1
2
2
Ｔ
砂
田
集
会
所

・
5
月
2
6
日
團
・
：
市
役
所
商
工

観
光
課
。

い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
。

（
商
工
観
光
課
）

員
会
に
あ
っ
た
学
校
な
ど
の
教
育

施
設
の
建
設
部
門
と
総
務
部
に
あ
゛

つ
た
用
地
課
盈
題
設
部
に
統
合
し

ま
し
巡
。
ま
た
、
建
築
課
を
再
編

す
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
修

繕
に
営
繕
課
な
ど
を
新
設
。
都
市

計
画
課
に
は
、
国
庫
補
助
事
務
に

対
応
す
る
た
め
に
庶
務
係
夕
薪
設
。

’－ｍなに

同
じ
ぐ
下
水
道
課
に
宇
治
川
左
岸

流
域
下
水
道
事
業
の
補
助
事
務
に

対
応
す
る
た
め
ほ
務
係
濫
護
し

ま
し
た
。

’
こ
の
他
、
総
合
福
祉
会
館
の
建

設
を
進
め
る
た
め
、
担
当
参
事
を

配
置
。
ま
た
、
今
月
開
館
す
る
観

光
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
担
当
す
る

主
幹
ｍ
置
し
て
い
未
了
。
さ
ら

に
農
林
茶
業
課
の
農
政
茶
業
係
を

農
政
係
と
農
産
茶
業
係
の
二
係
に

分
割
し
そ
の
充
実
牽
め
ざ
し
て
い

求
ｙ
。

農政係

農産茶業係

山林耕地係

課

築
繕
地

下
‘
建
営
用

・●・．1｀●○

こ

市民部

建

Ｔ
」
課業茶林農

教
育
委
員
会

一
方
、
教
育
委
員
会
で
は
、
昭

和
六
十
三
年
の
国
体
を
控
え
、
社

会
体
育
関
係
の
振
興
雪
叉
て
、

市
民
体
育
課
か
薪
設
。
当
面
の
国

体
準
備
や
、
こ
れ
ま
で
都
市
計
画

課
公
園
係
が
行
っ
て
い
た
黄
槃
・

西
宇
治
運
動
公
園
の
施
設
管
理
な

μ
石
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
未
了
。

ま
た
社
会
教
育
係
は
、
成
人
、

青
少
年
、
同
和
、
障
害
児
教
育
な

ど
に
関
す
る
襲
薮
育
係
と
文
化

財
保
護
と
芸
術
文
化
の
振
興
に
携

さ
わ
る
文
化
係
に
分
割
し
、
市
民

の
要
望
に
に
え
る
襲
薮
育
の
体

制
か
整
え
ま
し
た
。
ま
た
学
童
保

育
を
相
当
す
る
育
成
指
導
室
夕
係

と
し
て
新
設
し
組
織
の
強
化
を
し

ま
し
た
。百

七
十
九
人
が

人
事
異
動

機
構
改
革
に
と
も
な
っ
て
、
各

部
局
欠
お
せ
て
百
七
十
九
人
が

異
動
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
部
長

級
が
八
人
、
課
長
級
が
二
十
人
、

係
長
級
が
四
十
八
人
、
一
般
職
が

百
三
人
。
こ
の
ラ
遊
里
職
員
は

十
五
人
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
期

待
に
応
え
よ
シ
と
張
り
き
っ
て
い

李
ｙ
。

ま
た
、
新
規
職
員
の
中
に
は
、

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
趣
旨

に
従
っ
て
採
用
し
た
三
人
の
身
体

障
害
者
が
含
次
れ
て
お
り
、
三
人

は
一
般
事
務
職
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。

教育委員会の改革

課管理係Ｔ

整備係

設

会教育課社会教育係Ｉ

文化係

育成指導係

施
社

市民体育課一市民体育係

さ
し
な
は
、
惜
の
恥

しての合あ呼よしでたはすのたのて絵
えいをわぶて摘っ茶Ｓ｀゜葉よ。素

いをくのせ火功ヽん園薩ｔ宇うを製
るよのせて床ｙらだ．．、貰・治ゆむ｀茶

人ｙくでた作7の一ｙ茶Ｓ覆ととに燥；絵
は見・すとっ上1度との下｝1ワ伝Ｚし巻

｀ま゜こたに冷3葉・ｊ園吏ラわて1－
おすろ助ｙ｀まをとのっいの
｀ま゜こたに冷Ｓ葉・・園之ラわて1－の昔Ｆ
おすろ助ｙ｀まをとのっいのよの

はとで炭2和わし｀言い覆＊たる一いｍｉ
し゛と紙し｀すいいｍｉと部ｊす茶な
の作Ｓ乾ｔいを焙ほぐまを茶2こでをー

よ業1燥1う貼・・炉りこす豺卜作7ろ｀画封末ｔ
うをしもりと蒸むーけりで茶Ｓい茶Ｓ

⑩

うねか衛えうな

まばやきはがど
く・）か混1｀早ほを
乾交｀がらぜ助ｙい使ぶ
燥；強7かて炭戈よう

でくぃみのうよ

きて良よま上2だり
ずべいしのと｀
にト茶リ

｀べの゜をつで
＞Ｊヽｊｌト葉よ指ｇたす
さで（ｉ先、嘉ヵ、る

な支で兵へは

固
ま
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
も
う
抹
茶
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
た
が
な
い
の
で
、
熊

茶
の
よ
う
に
、
そ
の
ま
ま
急
須
に

ん
れ
て
か
ん
で
み
ま
し
た
・

おわ
茶ｔつなれのん
でたんてよ゜

はこと飲・うし
あとそんにか

りがれで｀た
まなはみそが

せい｀まのな
ん｀こしまい

かおれたまの
゜いま゜急1で
嘉・しで須・’

兵へい味ｔに煎

56

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

さらに市民サービスの向上へ

改革された部門

玉露の

誕生物語

解
約
難
し
い

新
聞
の
契
約

市
長
部
局
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多い医療費に少ない収入

保険診療は正しく有効に受けましょう

昭
和
五
十
七
年
度
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
の
あ
ら
ま
し
は
、
三
月
十
一

日
号
の
市
政
だ
よ
り
で
す
て
に
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
予
算
の
内
容
や
基
本

的
な
考
え
方
、
国
保
の
か
か
え
る
諸
問
題
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

五
十
七
年
度
の
国
民
健
康
保

険
関
係
国
家
予
算
総
額
が
、
五
十

六
年
度
に
比
べ
四
・
五
打
も
減
額

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

は
主
に
保
険
料
と
国
か
ら
の
補
助

金
に
よ
っ
て
医
療
費
を
支
出
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
運
営
は
Ｉ
層
厳

Ｊ
＞
ｖ
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

こ
シ
し
た
中
で
、
五
十
七
年
度

の
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、

第
一
に
保
険
料
率
の
改
定
を
据
え

置
き
、
第
二
に
一
部
の
給
付
改
善

舎
行
っ
て
現
行
制
度
を
維
持
す
る

と
り
♀
ハ
き
な
二
つ
の
特
徴
を
も

っ
て
ぃ
ま
す
。

国
か
ら
は

少
な
い
補
助

国
保
は
、
そ
の
運
営
を
国
か
ら

の
補
助
金
に
大
今
廠
存
し
て
ぃ

乖
ｙ
。
し
か
し
、
そ
の
補
助
率
が

一
定
で
な
い
う
ぇ
に
、
長
年
据
え

置
か
れ
て
ぃ
る
の
が
実
状
で
す
。

さ
ら
に
、
補
助
金
の
基
準
額
が
低

額
で
あ
り
、
補
助
し
て
お
6
え
な

い
も
の
も
あ
っ
て
、
市
で
は
超
過

負
担
が
生
じ
て
ぃ
未
了
。

医
療
費
の
補
助
率
を
例
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
四
十
一
年
一
月
か
ら

現
行
の
四
〇
Ｕ
に
改
定
さ
れ
、
以

来
据
え
置
か
れ
て
ぃ
ま
す
。
そ
の

繰入金その他

84，25ｔｌｆ円（2．2％）18，127千円（0．5％）

た
め
、
年
々
急
騰
す
る
医
療
費
と

補
助
額
と
の
差
が
、
膨
大
な
額
と

な
っ
て
い
未
了
。

ま
た
、
高
額
療
養
費
制
度
は
、

国
が
五
〇
訂
か
禰
助
す
る
と
い
う

建
て
前
で
発
足
。
し
ぶ
し
、
当
初

か
ら
約
三
三
Ｕ
の
補
助
に
か
な
ぐ
、

五
土
〈
年
度
で
は
二
三
・
二
町
程

度
に
祁
補
助
金
が
交
付
洽
れ
な
い

見
通
し
で
す
。
さ
ら
に
、
事
務
費

に
至
っ
て
は
、
国
が
全
額
負
椙
ず

る
こ
と
が
建
ぷ
冠
す
が
、
現
実

に
は
四
六
・
五
智
と
い
’
「
底
い
負

担
で
す
。

そ
の
他
、
助
産
費
や
葬
祭
費
（
補

助
制
度
は
な
い
）
な
ど
に
も
同
じ

こ
と
が
い
え
ま
ず
。
（
表
Ｈ
）

矛
盾
を
含
む

国
保
制
度

赤
字
に
な
る
原
因
に
は
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
ず
が
、
国
保
制
度
上
の

原
因
も
あ
り
ま
ず
。
一
つ
に
は
、

社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ
る
参
入
や

低
所
得
者
な
芦
か
、
国
保
に
被
保

険
者
と
し
て
多
く
加
入
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
こ
の
人
た
ち
は
、

病
気
に
か
か
る
率
が
高
く
、
保
険

料
の
基
礎
と
な
る
所
得
が
不
安
定

で
あ
り
、
国
保
は
必
然
的
に
少
な

い
収
入
と
、
大
き
な
医
療
需
要
と

い
う
宿
命
を
負
っ
て
い
未
了
。
二

宇治市医療費に占める65歳以上の割合つ
め
に
は
、
老
人
医
療
費
無
料
化

な
ど
の
公
費
負
担
医
療
制
度
が
、

国
保
制
度
に
便
乗
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
元
采
、
公

費
負
担
医
療
は
単
独
で
制
度
を
確

立
す
べ
貪
・
の
ぶ
ふ
、
財
政
的

な
理
由
か
ら
す
で
に
あ
る
医
療
保

険
制
度
に
上
乗
し
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ど
う
し
て

も
国
保
の
運
営
は
苦
Ｌ
ｙ
、
な
り
ま

す
。た
と
え
ば
、
五
土
八
年
度
の
宇

治
市
国
保
の
推
計
か
ら
、
加
入
者

の
中
で
、
老
人
医
療
費
無
料
と
な

る
六
十
五
歳
以
上
の
人
の
割
合
は

一
〇
・
三
訂
で
あ
る
の
に
対
し
、

こ
れ
ら
の
人
に
要
す
る
医
療
費
は

四
二
・
五
訂
と
な
っ
て
い
‘
’
チ
。

表
Ｌ
か
ら
、
年
々
高
い
比
率
に
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

昭和57年度国民健康保健特別会計

宇治市国保加入者に占める65歳以上の割合

す
。こ

の
ぶ
つ
に
、
急
速
な
高
齢
化

襲
翠
迎
凡
る
わ
が
国
の
医
療
保

険
制
度
は
ま
さ
に
崩
壊
寸
前
に
あ

る
と
い
え
ま
ず
。

問
題
の
多
い

医
療
制
度

夕
み
て
み
ま
し
。
う
。
一
つ
に
は
、

医
療
機
関
の
医
療
費
請
求
が
。
出

来
高
払
制
罫
で
、
医
療
の
技
術

や
内
容
よ
り
も
、
何
か
戸
元
だ
け

し
た
か
と
い
う
こ
と
で
請
求
額
が

決
ま
る
も
の
。
だ
か
ら
同
じ
よ
う

な
病
状
の
風
邪
に
か
か
っ
た
握
・

で
も
、
Ａ
医
院
と
Ｂ
医
院
で
は
請

求
額
が
違
っ
て
き
柔
ｙ
。
し
た
が

っ
て
医
師
や
医
療
保
険
制
度
に
対

す
る
不
信
不
満
に
つ
な
が
る
危
険

性
も
あ
り
毒
了
。

二
つ
め
に
は
、
医
療
供
給
体
制

の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
病
院

や
医
院
な
戸
医
療
機
関
が
た
ぐ
さ

ん
で
き
て
も
、
偏
在
し
て
い
れ
ば

公
平
な
医
療
と
い
え
ま
せ
ん
。
ま

た
、
安
心
し
て
医
療
夕
受
け
る
た

め
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
的
な
第
一

次
病
院
ば
か
ひ
あ
っ
て
も
、
緊
急

的
、
総
合
的
な
第
二
盗
第
三
次

病
院
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
乱
診
、
乱
療
に
つ
な
が
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
・

岐
路
に
立
つ
医
療
保
障
制
度

制
度
改
革
や
国
の
補
助
改
善
を

現
在
、
わ
が
国
の
医
療
保
険
制

度
は
、
八
種
類
に
分
か
れ
十
余
り

も
あ
り
求
ふ
、
ど
の
制
度
に
も

同
様
の
問
題
が
あ
り
未
了
。

戦
後
、
医
療
制
度
は
急
速
に
充

実
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
西
欧

諸
国
と
比
べ
て
、
ま
だ
ま
だ
劣
っ

て
い
る
実
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
、
目
の
前
に
高
齢
化
社

会
が
近
。
つ
い
て
お
り
、
国
で
は
、

五
十
七
年
十
月
か
皇
天
保
健
制

助産費を12万円に給付の改善など

も
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
老
人
の
保

険
、
医
療
、
健
康
に
つ
い
て
総
合

的
な
見
地
で
取
匯
組
も
う
と
し
て

国
保
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
で
。
し
が
し
、
み
な
さ

ん
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
、

五
十
七
年
度
は
①
助
産
費
と
し
て

四
月
一
日
以
降
の
出
産
か
ら
今

ま
で
の
十
万
円
に
、
二
万
円
上
乗

せ
し
て
十
二
万
円
と
し
ま
し
た
。

②
五
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
半
日
人
間
ド
″
ク
の
補
助
制

芦
牽
よ
び
多
く
の
人
に
受
け
て

い
た
だ
ぐ
た
め
、
定
員
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
受
付
期
間
敬
で
月
一
日

か
ら
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
検
診

日
も
来
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
延
長
し
ま
し
た
。
③
昨
年
度
か

ら
実
施
政
之
医
療
費
通
知
は
、
医

療
を
考
え
、
医
療
費
を
劾
率
的
に

使
っ
て
い
た
だ
ぐ
た
胞
〈
月
と
十

い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
是
非
は
別

と
し
て
。
こ
の
機
会
に
国
民
一
人

ひ
と
1
直
療
保
障
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
ぐ
だ
さ
い
。

限
り
な
く
高
騰
す
る
医
療
費

に
対
し
て
、
ど
こ
で
。
歯
止
戸

か
石
一
け
る
の
か
。
ど
シ
ア
れ
ば
、

便
利
で
安
心
で
き
る
医
療
が
受
け

ら
れ
る
の
か
。
だ
れ
で
も
老
人
に

な
り
ま
ず
。
ま
た
い
つ
病
気
に
な

り
、
け
が
を
ず
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
の
国
保
制
度
を

守
る
た
め
に
も
、
今
、
考
え
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
を

守
る
手
立
て
も

国
保
制
度
や
国
の
補
助
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
な
い
限
り
、
国
保

は
常
に
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
、
み
ん
な
で

国
保
を
守
る
手
乎
温
百
未
了
。

第
一
に
、
決
ま
っ
た
保
険
料
は

期
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
で
す
。

第
二
に
、
日
ご
ゑ
沢
健
康
に
注

意
し
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療

に
心
が
け
て
医
療
費
の
節
減
に
努

め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
で
す
。

と
く
に
保
険
料
は
；
高
汐

と
い
’
2
恩
見
も
あ
り
求
ふ
、
ほ

と
ん
ど
が
医
療
費
の
支
払
い
に
あ

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
医

療
費
が
多
く
か
か
れ
ば
、
そ
れ
だ

一
月
ご
ろ
Ｃ
ご
匝
お
送
り
ト
爺
7

異
動
あ
れ
ば

1
4
日
以
内
に
届
出

一

自
分
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険

｀
が
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し

こ
り
、
他
の
健
康
保
険
を
や
め
た

翌
に
、
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
り
、

ｆ
治
市
へ
転
入
し
て
来
た
り
、
出

Ｅ
し
た
り
、
死
亡
レ
猫
翌
屁
ど
。

詰
聊
あ
れ
ば
、
必
ず
十
四
日
以

内
に
。
届
出
が
遅
れ
た
場
合
に
は
、

小
利
益
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

汪
意
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
の
扶
養

所
得
8
0
万
円
に

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
と
な
る

け
多
く
の
保
険
料
夕
負
担
し
て
い

た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り
康
司
ま
た
、

期
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
と
赤

字
聚
増
や
す
こ
と
に
な
り
、
市
と

し
て
は
借
金
に
よ
っ
て
医
療
機
関

へ
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
な
る
と
、
借
金
の
利

息
な
ど
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の

負
担
か
量
く
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
未
了
。

な
お
、
今
年
の
各
世
帯
の
保
険

料
額
は
、
六
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
。
保
険
料
の
納
付
に
は
、
事
務

の
簡
素
化
に
も
な
る
預
金
口
座
か

ら
目
動
払
い
さ
れ
る
口
座
振
替
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

超過負担調べ（56年度見込み）（表ＩＩ）

支出額

①

補助対象額

②

国庫支出金

③

超過負担額 交付率

①－③ ②－③ ③／①③／②

事務費

高額療養費

助産費

葬祭費

（千円）

113，039

386，382

32，160

6，370

（千円）

52，797

171，356

27，200

0

（不円）

52，557

89，861

9，065

0

（千円）

60，482

296，521

、23，094

6，370

（千円）

240

81，495

18，134

0

（％）

46，5

23，3

28，2

0

（％）

99，5

52，4

33，3

0

合計 ぺ＿二 386，467 99，869犬

所
得
制
限
額
が
七
十
万
円
か
ら
八

十
万
円
（
六
十
五
歳
以
上
の
年
金

受
給
者
は
百
二
十
万
円
）
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、

家
族
の
中
で
会
社
の
保
険
か
石
っ

て
い
る
場
合
、
一
年
間
の
収
入
が

八
十
万
円
ま
た
は
百
二
十
万
円
以

下
で
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
は

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に
入
れ
ま

す
。
扶
養
家
族
に
な
る
と
、
国
民

健
康
保
険
料
舎
ｍ
付
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
税
金
の
扶

養
控
除
り
つ
け
ら
れ
ま
ず
。

任
意
継
続
と
継
続
診
療

泌
意
継
炉
と
は
、
会
社
な

ど
の
健
康
保
険
に
二
ヵ
月
以
上
加

入
さ
れ
て
い
た
人
で
、
そ
の
保
険

衆
や
め
＾
ａ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
日

か
ら
二
十
日
以
内
に
手
続
き
さ
れ

る
と
、
今
ま
で
の
保
険
に
入
っ
て

い
る
の
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

祠
続
診
Ｆ
と
は
、
保
険
の

加
入
期
間
が
一
年
以
上
あ
る
握
Ｒ

特
定
の
病
気
に
つ
い
て
五
年
間
会

社
の
保
険
と
同
じ
扱
い
の
診
療
が

受
け
ら
れ
る
制
度
を
い
い
ま
す
。

た
だ
し
、
他
の
保
険
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

任
意
継
続
か
受
け
β
れ
る
と
、

一
般
的
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
る
よ
り
も
保
険
料
も
安
く
、

給
付
も
、
本
人
が
十
割
で
家
族
八

割
と
な
り
卓
子
。
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不動産売買

口
約
束
は
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と

媒
介
契
約
制
度
の
活
用
を

不
動
産
の
売
買
の
た
め
宅
地
建

物
取
引
業
者
に
仲
介
を
依
頼
す
る

場
合
、
五
月
二
十
日
か
ら
、
定
め

ら
れ
た
内
容
を
記
載
し
た
壽
㈲
で

契
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

不
動
産
の
売
堅
写
恚
と
き
、

宅
地
建
物
取
引
業
者
に
仲
介
（
媒

介
）
を
頼
む
の
が
普
通
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
仲
介
の
依
頼
は
口
約

束
に
よ
る
な
ど
、
は
っ
き
り
し
た

取
り
決
め
を
し
な
い
場
合
が
多
い

に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
取
引
否
に
者
か
ら
咀
要
事
項
説

明
Ｊ
¨
に
よ
り
説
明
夕
受
け
る
″

○
現
地
や
登
記
簿
政
既
記
す
る
。

○
契
約
Ｊ
‥
の
内
容
夕
納
解
の
う
え

刄
裂
笞
押
す
。

く
わ
し
ぐ
は
、
市
役
所
商
工
観

案
内

り
引
き
が
で
き
る
ぶ
つ
に
、
媒
介

契
約
制
度
が
西
足
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
ｙ
。
。

契
約
に
際
し
て
、
次
の
点
な
ど

害
虫
駆
除
剤

町
内
会
へ
無
料
配
布

害
虫
の
発
生
す
る
シ
ー
ズ
ン
に

光
課
消
費
生
活
係
ま
た
は
、
（
社
）

京
都
府
宅
地
建
物
取
引
ｎ
ｍ
ｉ
ｂ

0
7
5
山
1
0
8
1
）
か
同
受
ｙ

宇
治
支
部
（
｀
城
陽
②
0
4
6
8
）

へ
お
問
い
合
わ
す
泄
さ
い
。

（
商
工
観
光
課
）

な
り
ま
し
た
。
害
虫
は
、
幼
虫
や

卵
の
う
ち
に
退
治
す
る
ｙ
効
果
が

あ
り
ま
ず
。

市
で
は
今
年
も
、
力
や
ハ
エ
の

卵
や
幼
虫
を
駆
除
す
る
た
め
、
町

内
会
や
自
治
会
ご
と
に
無
料
で
乳

剤
を
お
但
し
し
康
7
。

ｙ
期
間
・
・
5
月
1
3
日
出
～
3
1
日

聞
ｙ
配
布
方
法
・
・
と
人
用
の
町
内

会
、
自
治
会
は
、
代
表
者
の
印
鑑

夕
痔
参
の
う
え
保
健
衛
牛
謀
へ
お

越
し
ぐ
だ
さ
い
。
二
世
帯
に
五
十

聊
す
。
（
保
健
衛
生
課
）◇

京
都
府
の

母
子
家
庭
奨
学
金

ｙ
対
乖
洗
・
幼
児
か
ら
高
校

生
ま
で
で
、
府
か
ら
他
の
奨
学
金

夕
受
け
て
い
る
人
忿
除
ぐ
▼
古
栢

額
・
・
・
年
額
で
乳
幼
児
が
6
1
円
、

か
学
生
が
1
万
2
千
円
、
中
学
生

が
2
万
考
千
円
、
高
校
生
が
3
万

6
千
円
ｙ
申
請
＝
白
月
3
1
日
ま
で

に
備
え
付
け
の
用
紙
で
福
祉
課
へ
。

沿で
、
忘
れ
ず
に
。
（
福
祉
課
）

◇

交
通
遺
児
奨
学
金

京
都
府
で
は
、
昭
和
五
十
七
年

度
の
交
通
遺
児
奨
学
金
の
申
請
を

営
け
付
け
て
い
ま
す
。

ｙ
対
象
・
・
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
に
在
学
中
の
交
植
但

宇治川写生大会

作品を募集

6月5日までに

新
緑
の
季
節
歌
学
？
、
市
で

は
第
三
十
二
回
近
畿
幼
・
小
・
中

学
生
宇
治
川
写
生
大
会
を
五
月
一

日
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。

小
学
生
、
中
学
生
、
そ
れ
に
幼

稚
園
や
保
育
園
児
の
み
な
さ
ん
。

新
緑
あ
ふ
れ
る
宇
治
の
ま
ち
や
宇

治
川
ラ
イ
ン
一
帯
を
力
づ
よ
く
描

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
応
募
規
定
〉

Ｏ
画
用
紙
の
大
き
さ
は
四
Ｋ
切
。

〇
必
ず
色
を
つ
け
る
こ
と
。
（
た
だ

し
油
絵
を
の
ぞ
ぐ
）

〇
作
品
の
裏
に
、
府
県
、
学
校
訊
‥
、

学
年
、
氏
乱
‥
名
大
し
、
六
月

五
日
ま
で
に
市
役
所
商
工
観
光

課
ま
Ｉ
促
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

〇
む
募
作
品
は
一
人
一
点
に
限
り

ま
す
。

〇
版
権
は
宇
治
市
に
帰
属
し
、
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

〇
審
査
発
表
は
六
月
中
旬
の
予
寓

（
商
工
観
光
課
）

公民館のお知らせ親
子
映
画
の
つ
ど
い

公
民
館
で
は
、
宇
治
映
画

同
好
会
と
兵
催
で
親
子
眠
邑

の
つ
ど
い
を
開
空
手
］
。
お

気
軽
に
お
越
ト
ど
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
ｙ
。

▼
日
時
と
会
場
・
：
左
表
▼

上
映
作
品
・
・
・
各
会
場
と
も
、

『
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ー
カ
ラ
ー
・

作
品
3
0
分
と
、
「
チ
ピ
六
、

二
死
満
畢
‘
児
童
劇
映
画
・

カ
ラ
ー
作
品
5
1
分
。

親子映画のつどい日程表

日程 時間 会場

磁
午後2時～
3時半

宇治市小倉公民館

ｍ 午後7時～
8時半

宇治市木幡公民館

旬日）
．午前10時～
11時半

宇治市公民館

☆

市
民
ア
ト
リ
エ

油
絵
コ
ー
ス

あ
な
た
も
卸
祭
鳥
め
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
は
初
心

尺
が
対
象
で
す
。

ｙ
日
程
と
内
容
・
＝
左
或
▼

時
叩
＝
午
後
7
時
か
ら
9
時

（
6
月
2
7
日
間
は
午
前
1
0
時

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａＲ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺

内91（ａ⑩4687）

か
ら
正
午
）
＜
Ｋ
場
＝
宇
治

市
ふ
倉
公
民
館
▼
対
象
・
・
市

内
在
住
、
在
職
で
掴
一
歳
以
上

の
人
ｙ
摺
フ
パ
ン
リ
ア
ル

美
術
努
器
員
の
橋
本
幸
志

さ
ん
ｙ
教
材
費
・
・
・
五
百
円
ｙ

道
具
・
・
各
自
で
用
意
Ｏ
Ｔ

・
・
・
2
5
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）
ｙ
申
込
み
・
・
・
往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

5
月
1
8
日
㈹
ま
で
に
小
倉
公

民
館
へ
。

☆

第
1
回
宇
宙
科
学
教
室

ｙ
と
亨
・
5
月
2
9
日
出
、

午
後
7
時
か
ら
9
時
ｙ
と
こ

ろ
・
・
字
治
市
公
民
館
ｙ
テ
ー

了
・
「
春
の
星
空
と
惑
星
の

世
界
」
ｙ
講
師
：
京
祁
市
立

青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
の
江

上
賢
三
洛
ん
ｙ
対
象
・
・
市
内

在
住
の
親
と
子
（
小
学
校
4

年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
）

同
伴
の
こ
と
ｙ
定
日
・
・
白
人

で
先
着
順
ｙ
申
込
み
・
・
捨
復

は
が
き
に
、
「
宇
ｍ
科
学
敦
室

希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
（
子
ご
も
の
学

校
名
、
学
年
）
を
書
い
て
、

5
月
2
2
日
出
ま
で
に
宇
治
市

公
民
館
へ
。

市民アトリエ日程表

講座日程 内容

1 ％圃
油絵の用材・用輿
の説明と使い方

2 ％（勾静物「くだもの」の描き方

3 ％（・幻静物「くだもの」を完成

4 ％（火）静物「花」の描き方

5 ％（刈静物「花」を完成

6 ％（ｌ＜）風景の描き方色の扱い方

7 ％（■≫風景画を完成
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ｙ
支
給
額
（
年
額
）
：
小
学
生

一
万
二
千
円
、
中
学
生
二
万
四
1

円
、
高
校
生
三
万
六
千
円
Ｖ
申
込

み
・
・
出
役
所
交
通
労
政
課
に
あ
る

申
請
用
紙
に
記
人
し
、
5
月
2
3
日

ま
で
に
申
請
し
ア
ぐ
だ
さ
い
。

（
交
通
労
政
課
）

◇

調
理
師
試
験

京
都
府
で
は
、
昭
和
五
十
七
年

度
第
一
回
調
即
師
試
験
か
陪
い
ま

す
。

ｖ
と
Ｖ
ｌ
ｔ
）
”
＜
Ｄ
月
6
日
間
、
午
後

1
時
半
か
ら
ｙ
試
験
場
＝
京
祁
会

場
ふ
圀
文
理
学
院
（
鞍
馬
口
校
）

な
ど
ｙ
願
Ｉ
‥
受
付
・
・
・
5
月
1
3
日
出

か
ら
1
8
日
固
ま
で
ｙ
手
数
料
・
・
・
二

千
六
百
円
ｙ
問
い
合
わ
せ
・
φ
治

保
健
脚
（
琵
2
1
9
1
）
へ
。（

宇
治
保
健
所
）

◇

調
理
師
試
験
講
習
会

宇
治
公
衆
衛
生
奨
で
は
、
昭

和
五
十
七
年
度
第
一
回
調
理
師
試

験
講
買
答
開
き
濠
す
。

ｙ
と
き
・
＝
5
月
2
0
日
内
、
2
1
日

吻
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か
ら
午

岑
蒔
ｙ
会
場
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
＞
ｍ
－
7
0
人
ｙ
受
講

料
・
・
・
五
1
円
（
児
祠
は
四
千
円
）

▼
申
込
み
・
・
・
調
狸
閲
試
験
願
ａ
‥
申

請
と
同
時
に
。（

宇
治
公
衆
衛
生
受
ｙ
）

◇

赤
十
字
社
資

募
集
運
動

五
月
一
日
か
ら
空
4
社
日
増

強
・
社
口
尼
愈
勁
月
川
が
始
ま

っ
て
い
未
了
。

一
日
杢
星
4
社
で
は
、
今
年
も

亦
ヤ
字
ボ
業
夕
屈
め
る
た
め
「
企

戸
社
資
加
入
」
を
に
標
に
、
社
日

か
招
集
し
未
了
。
赤
4
心
子
嘔
業
に

は
国
際
救
護
活
勁
や
献
血
引
業
、

災
害
救
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
必

婆
な
剌
奘
資
公
は
、
す
べ
て
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
社
資
に
よ

っ
て
次
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
町
内
会
や
自
治
会
を

通
じ
て
お
願
い
に
次
刀
り
未
了
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
日
杢
羊
字
社
京
都
府
支
部

宇
治
市
地
区
）

◇

城
南
高
校

体
育
施
設
を
開
放

京
都
府
立
城
南
高
校
で
は
、
体

育
施
設
を
開
放
し
示
Ｔ
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ｙ
開
放
施
設
・
・
・
屋
外
運
動
場
と

Ｍ
外
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
▼
開

放
日
時
…
5
月
2
3
日
、
6
月
6
日
、

7
月
4
日
、
8
月
1
日
・
1
5
日
・

2
9
日
、
9
月
5
日
、
1
0
月
Ｈ
日
・

1
7
日
、
Ｈ
月
2
3
日
、
い
ず
れ
も
日

曜
・
祝
日
の
1
0
日
間
で
、
午
前
9

時
か
ら
正
午
と
午
後
1
時
か
ら
5

時
▼
申
込
み
・
問
い
ふ
Ｂ
せ
…
城

南
高
校
開
放
運
営
委
員
全
一
（
ｅ
＠

ｃ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
Ｄ
ｉ
ｎ
）
へ
Ｏ

（
社
会
教
育
課
）

歯のひろば催
し

お気軽にご来場ください。

・・とき…5月15日（±）午前10時

～正午、午後1時～2時半

・・ところ…市保健医靫センター

・■内容…歯科医師による検診・

相談。歯科衛生士による歯み

がき指導など（障害児専門の

歯科医師も協力）

（府歯科医師会・保健衛生課）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語

初
等
講
習
会

国
際
語
で
あ
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

の
ｔ
笈
の
た
め
、
二
会
些
初
等

講
賢
答
開
き
ま
す
。

ｙ
会
場
と
日
時
・
・
宇
治
巾
公
民

ｎ
Ｐ
ｌ
Ｏ
ｌ
Ｓ
日
か
ら
僊
週
火
曜
日

の
午
後
6
時
半
か
ら
9
時
ま
で
、

広
野
集
詣
頃
酋
月
1
9
日
か
ら
優

週
水
曜
日
の
午
前
9
時
半
か
ら
Ｈ

時
半
ま
で
、
い
ず
れ
も
6
ヵ
月
間

▼
受
講
料
・
：
月
額
四
百
円
と
テ
キ

ス
ト
代
六
百
円
▼
申
込
み
・
・
・
宇
治

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
の
中
村
Ｅ
出
男

さ
ん
（
豊
⑩
2
0
4
7
）
へ
。
当

日
命
一
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

◇

市
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
卓
球
コ
ー
ス
〉

▼
と
き
・
：
5
月
2
4
日
か
ら
6
月

2
日
の
毎
週
月
・
木
曜
日
の
8
日

間
▼
と
こ
ろ
…
大
開
小
学
校
▼
対

象
・
：
中
学
生
以
上
の
初
心
者
▼
参

加
料
…
五
百
円
▼
定
員
…
先
着
3
0

人
。参

加
公
辺
さ
れ
る
人
は
、
参

加
料
忿
ほ
え
て
社
会
教
育
課
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
社
会
教
育
課
）

●●●●●●・く

●

ら：

8 0 Ｅ

Ｗ ：
藤岡重二郎さん

一
・
・
・
一
・
・
一
を
一
一
Ｓ

一
儡
一

大正13年に宇治川

う飼を再興

「
宇
治
は
、
え
え
と
こ
や
と
、
思
っ

た
」
。
十
歳
の
時
、
蛍
の
た
ぐ
さ
ん
い

る
六
月
こ
ろ
に
京
都
か
励
石
に
移
っ

て
き
た
の
で
す
。

Ｈ
Ａ
≪
3
の
こ
う
か
ら
船
が
好
き
で
、

宇
治
川
の
船
に
乗
っ
て
み
た
ら
、
ま
す

ま
で
好
き
に
な
っ
た
の
が
宇
治
川
遊
船

宇治川とともに60余年

組
合
の
船
頭
に
な
っ
た
発
端
。
宇
治
田

原
な
芦
妬
ら
切
り
出
し
た
丸
太
を
、
い

か
だ
に
組
ん
だ
り
し
て
伏
見
や
大
阪
ま

で
運
ん
だ
と
い
弓
面
岡
さ
ん
も
、
一
人

前
に
な
る
ま
で
に
は
「
苦
し
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
や
め
て
指
7
富
£
思
っ
た

こ
と
も
あ
る
な
あ
」
と
。

藤
岡
さ
ん
は
、
大
正
十
三
年
に
宇
治

川
の
ラ
飼
か
ほ
じ
め
た
一
人
。
歴
史
の

古
い
宇
治
川
の
う
飼
を
復
興
さ
せ
ぷ
つ

と
、
岐
阜
県
関
市
か
ら
ラ
飼
で
漁
を
し

て
い
る
人
を
招
い
て
教
え
て
も
ら
7
な

べ
努
力
の
人
。
〈
宇
治
妙
楽
在
住
〉

◇

全
国
的
に
も
、
自
分
た
ち
を
取
り
巻

く
近
隣
の
人
た
ち
や
地
域
か
見
直
そ
う

と
す
る
Ｍ
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

号
か
ら
、
市
内
で
地
域
や
襲
だ
貢
献

し
て
い
た
り
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て

お
ら
れ
る
人
々
を
ご
紹
介
す
る
。
宇
治

に
牛
曹
る
”
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
し
た
。
地
域
社
公
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″

Ｉ
に
継
が
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
（
文
書
広
報
課
）

お
知
ら
せ

宇
治
に
生
き
る
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